[image: image1.png]


[image: image2.png]



　　　　　　　　　　文春図書館　





　　私の読書日記











　　×月×日


今回の東日本大震災・大


津波を理解する上で、いち


ばん役に立ったのは、東京


大学地震研究所が総力をあ


げて作った藤井敏嗣・綴織


一起編『地震・津波と火山


の事典』（丸善株式会社　６


５００円十税）だった。


　四枚のプレートが合する


地点の上に形成された日本


列島に住む日本人は、地震


と津波と火山から逃れよう


にも逃れられない宿命下に


ある。当然、日本人のすべ


てがこの三大災害について


一定の知識を持つべきだろ


う。中学一年の理科で地震


や火山について、ごく初歩


的なことを学ぶには学ぶ


が、大半の人の知識水準は


一生そこにとどまってい


る。高校理科で地学を選択








大震災、旧石器考古学、


　　　　　　宇宙の「悪の枢軸」








ノンフィクション作家








立花隆








前から注目していたが、今


回の事故でより一層注目し


た。要所要所を読み直して


みて、ナルホドそうかと、


いろいろ合点がいくところ


が多い。


　これまでの原発（軽水


炉）が原潜での使用を目的


に開発されたもので、そこ


に無理が生じたなど、アメ


リカでの原子炉研究のキャ


リアが長い筆者にしてはじ


めて指摘できることだ。


　原発の常識を破って、全


く発想のちがう「液体≒ト


リウム」「小型」の原発な








『地震・津波と火山の事典』








する人はほとんどいない。


　このような状況を憂えた


地腹研の研究者たちが、少


しでも一般の人にわかりや


すい形でこの三大災害につ


いて本質的なことを報せた


いと作ったのがこの本。豊


富な図解で実にわかりやす


く、しかも専門的に正しく


解説してくれる。「解説本


の決定版」と自称している


が、その通りだ。巻末の


「日本の主な地震・津波災


害」年表もよくできてい


て、いまさかんに論じられ


ている東海地震と南海地震


の連動が安政大地震（一ハ


五四）では、わずか三十二


時間間隔で現実に起きたこ


とがわかる。宝永地震（一


七〇七）も東海地震（遠州


灘沖）と東南海地震（紀伊


半島沖）の「２つの巨大地








震が同時に起こったとも考


えられる」のだ。「大地震


の繰り返し」の一項が別に


あって、慶長大地震や戦後


の南海、東南海地震の連続


などが論じられている。し


かし、いまもう一つ連動の


可能性として注目されてい


る富士山犬噴火（一七〇


七）が宝永地震とわずか二


ヵ月差で起きたことが注記


されていないのはおかしい。








　×月×日


　原発事故で注目したの


は、古川和男『原発安全革


命』（文春新書　８００円十


税）。これはついこの間ま


で、『「原発」革命』として


出されていたものを、今回


の原発事故をふまえて加筆


の上、「緊急増補新版」と


して改題して出されたもの。








らこんなに安全な原発がで


きるのかとびっくりした。


　フクシマ以後、原発は家’


全が最優先課題になったの


だから、これは、一刻も早


く、日本で国家プロジェク


トとして実現をはかるべき


アイディアなのではない


か。これだけ沢山の国（イ


ンド、フランス、ベラルー


シ、ブラジル、カナダ、英


国、ベネズエラ、トルコ、


韓国、オーストラリア、シ


ンガポール）が触手をのば


し、特に中国が国家プロジ


ェクト化する姿勢を見せは


じめている以上、日本も行


動すべきだ。


　日本では、「原発をやめ


て再生可能エネルギーを」


の声が高まりつつあるが、


再生可能エネルギー（風


力、太陽光線）は、エネル
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たちばなたかし　1940年長崎県生まれ。『宇宙からの帰還』『ぽくらの頭脳の鍛え方』（佐藤優氏との共著）ほか著書多数。『がん　生と死の謎に挑む』（文豪春秋）が発売されました。
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